
　司馬遼太郎の『坂の上の雲』は再読三読するお気に入り
ですが、読むたびに秋山好古真之兄弟に魅力を感じます。
秋山兄弟と正岡子規を通して、明治の青春群像を知るとい
う点で君たちにも是非関心を持ってほしい本です。司馬さ
んは『坂の上…』を「まことに小さな国が、開化期をむか
えようとしている」という象徴的な書き出しで始めていま
す。武士の時代から開化していく激動の日本を生きた青春
は、極めて激しいものであったに違いないと思います。ま
た、読めばそのことがよくわかります。嘘のような本当の
話ですが、ある学者が地方に講演を頼まれて、いや、行っ
てやりたいのだが私が一日学問を怠れば日本の発展が一日
遅れるではないか、と言って断ったそうです。自分の頑張
りが国家の発展に直結しているという、今から考えれば微
笑ましいやら、あるいは滑稽にすら感じるそういった直向
きな意識は、しかしとても羨ましく感じます。だいたい明
治維新の頃、といえば今から約150年前、日本に大学は1
校もなかったのです。国家という概念のまだない時期です
から当然なのですが、その代わり各藩が学問所を設けてお
り、武士の子はそこで勉強していたのです。秀才はむしろ
地方にいたわけですね。吉田松陰など長州藩（今の山口県）
です。彼の開いていた松下村塾で学んだ若者たちは、伊藤
博文をはじめ明治維新に大きな役割を果たします。地方の
秀才が明治維新を成し遂げたと言っていいと思います。
　東京大学が（当時は東京帝国大学ですが）設立されたのは
明治19年（1886）です。ちなみに帝国大学は全部で7校でき
ていますが、東大のあとを年度順に、明治30年（1897）に
京都帝国大学、明治40年（1907）に東北帝国大学、明治44
年（1911）に九州帝国大学、大正7年（1918）に北海道帝国
大学、昭和6年（1931）に大阪帝国大学、昭和14年（1939）
に名古屋帝国大学となります。東大、京大、東北大、九
大、北大、阪大、名大の順番です。今はこの7大学を旧帝
大と呼んでいて、難関大学の象徴とされています。また、
大阪に帝国大学を作る前に、今のソウルに京城帝国大学、
台湾に台北帝国大学を作っています。
　明治維新による廃藩置県（明治4年）は税金を中央に集中

させる（ちなみに所得税の導入は明治20年）とともに全国
に遍在していた秀才たちをも中央に集めたことになりま
す。日清戦争が明治27年（1894）から28年（1895）にかけ
て、日露戦争は明治37年（1904）から38年（1905）にかけ
てのことですから、日清戦争時には東大しかなく、日露戦
争時には東大と京大しかないような状況でした。
　江戸時代の武士の子に生まれ、のちに『武士の娘』（ちく
ま文庫）を書いた杉本鉞

えつ

子
こ

は、著書の中で勉強に対する厳
しい姿勢について語っています。明治維新の前後を生きた
人の証言です。長岡藩、つまり今の新潟県ですが、一年の
うちで最も寒い日の朝早く、雪の降る縁側に正座して論語
を素読するのだそうです。祖父に習うのですが、その二人
の姿を想像するだけで勉強というよりは厳しい修行のよう
に思えます。そういう一種の苛烈さを経験することで学
問の尊さが身にしみて体得されたと書いてあります。さら
に、書物をはじめ勉強道具を決しておろそかにせず、真剣
に勉強と向き合う姿も書かれています。この時代から明治
を経て昭和の初めに至るまで、学問することは自分の将来
に直結することでした。一面、私たちには想像するのも困
難ですが、誰もが望めば勉強ができるといった豊かな時代
ではなかったのです。国家が近代化していくときには、そ
ういう時代を経るのかもしれませんね。
　さて現在、私たちは近代化どころか世界最先端の技術を
持ち、豊かになりたいと願った明治の若者たちの夢を、
あるいはその夢以上に叶えたと言っていいでしょう。勉
強したくてもできなかった時代は去りました。君たちは全
員「勉強のできる子」になったわけです。今では全国に
500を越える大学があります。国公立大学だけで、昔は7
校しかなかった帝国大学ですが、150校以上もあるのです
から、その気になれば勉強する環境はいくらでも与えられ
ます。しかし、勉強すれば将来が開けると、そう単純な時
代でもなくなりました。しかし今は、別に勉強したくない
のに何となく進学する人もたくさんいるでしょう。では、
この時代に生きる君たちは本当に恵まれた環境にいるので
しょうか。若者にとっては、どちらが幸せなのでしょう
か。私もすぐにはわかりません。
　いずれにしても、自分で目標を持たなくては、勉強する
意味を自分で見つけていかなくては、今の時代は難しいと
思います。昔は勉強する意義を社会が認めていましたか
ら、今と比べると迷いを持つ必要もなかったと思います。
しかし今を生きる君たちには、たくさんの選択肢が用意さ
れ、自分の力で好きなことを見つけなさいと言われます。
そして、それがいかに幸せなことかを大人は語ります。そ
れは確かにその通りですが、だからこそ昔とは比べようも
ないほどに、君たちは自分が何のために勉強を続けるのか
を問い続け、大学へ進学する意味を見つける必要があるの
ではないかと思います。時間がかかってもいいから、問い
続けてほしいと思います。

勉強する意味は自分で見つけよ
三重中学校　校長　野田 佳均
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　7月 26 日～ 28 日の 2泊 3日、生徒の健康と安全を最優先事項と
して万全の対策のもとに、中 2は信州方面で夏季合宿を実施しました。
　今年の中 2は「歴史あるものから学ぶ」を学年テーマの一つに据え
ており、初日には「立岩和紙の里」で「紙漉き体験」をしました。2日目、
3日目は雨に降られ行程の変更が続きましたが、急変する山の天候の
厳しさや、日常では訪れる機会の少ない諏訪市博物館の見学などから、
生徒たちは前向きにいろいろなことを吸収していました。

夏季合宿夏季合宿 in 信州

　私が夏季合宿で特に印象に残ったのは、諏訪市博物
館に行ったことです。諏訪市博物館では、考古学者の
藤森栄一氏のことを教えていただいたり、展示室で「諏
訪の七不思議」について説明されているものがあって、
「神野の耳さけ鹿」や「宝殿の天滴」など読んでいて面
白いものばかりでした。普段は知る機会のない諏訪の
ことを知ることができて良かったです。3 日目の坪庭ト
レッキングでは、ハイマツやオトギリソウ、キンロバ
イなどの植物をたくさん観察したり、縞枯れ現象を見
ることができました。山は涼しくロープウェイからの
景色はとてもきれいで快適だなぁと思いました。

楽しかった合宿楽しかった合宿 ２A　金谷 侑奏

　私にとってこの学年で過ごした 2 泊 3 日は初めての
体験がたくさんあり、とても心に残る思い出になりま
した。まずは、1 日目の紙漉き体験です。うちわ作りに
はたくさんのコツがあって、きれいに仕上がるか心配
でしたが思っていた以上に良い仕上がりになりました。
　天日で乾いた完成を見るのが楽しみです。二つ目は、
2 日目に乗ったリフトです。4 人で並んで座りとても
長い距離を登りましたが、私はジェットコースターも
得意な方なのでとても楽しかったです。でも、その日
は台風の影響で気温がとても低く、雨も強く降り始め、
そんな状況の中で乗ったリフトは、一生の思い出です。
　コロナ禍のなか、たくさんの方のご協力でこの合宿
が実行でき、本当に感謝しています。最大の目的だっ
た北横岳の登山は出来なかったけれど、一味違う体験
がたくさんできてとてもよかったです。

夏の最高の思い出夏の最高の思い出 ２C　森井 ここあ

　紙漉き体験も山歩きも初めてでとても楽しかったで
す。紙漉きは、漉いた紙に筆で絵を描くと思いイメージ
画を描いていたのですが、実際は色のついた繊維を針
でのせるように描く方法だったので、最初はとまどい、
かなり時間がかかりました。大きくてヒレの長い金魚を
二匹描こうとイメージしていたのですが、大きな金魚
が一匹とシルエットだけの金魚や水草を少ししか描け
なかったので、もう少し時間があれば良いなと思いま
した。完成品が届くのが楽しみです。坪庭はとてもき
れいでジブリや RPG ゲームに出てきそうな雰囲気でし
た。「この岩の穴に動物が住んでいそう」とか「オオカ
ミが走っていたらカッコいいだろうな」などと考えなが
ら歩きました。雨上がりなのか草花に付いた水滴が太
陽の光に反射してキラキラ光っていました。写真を撮っ
たとしても画像では表現できないくらいきれいでした。

楽しい思い出楽しい思い出
２B　松島 寧音

　私が今回の夏季合宿の中で一番印象に残っているの
は、北横岳のロープウェイです。今まで乗ったことも
なかったし、何より霧の中を進んで行くのがとてもワ
クワクしました。その日は霧がとても深くて、三大ア
ルプスの姿も見ることができませんでした。でも、ロー
プウェイのすぐ下にたくさん茂っている木々や、針葉樹
が縞状に集団で立ち枯れになってできる、縞

しま

枯
がれ

山
やま

を見る
ことができて良かったです。夏季合宿のしおりで説明
を読んだときから「どんなふうに木が枯れるのだろう」
と気になっていたのですが、想像していた以上にはっ
きりとその様子が分かってびっくりしました。さらに、
先生が持ってきて下さったポテトチップの袋がパンパ
ンに膨らんでいたり、からっぽのペットボトルの蓋を開
けたらポンっと音が鳴ったりと、高い山でなければ味
わうことのできない楽しみ方ができて嬉しかったです。
また行く機会があれば、高山植物もしっかり見たいと
思います。

びっくりの連続びっくりの連続 ２D　岩尾 柚果

２年生
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　夏休みに入ってすぐのスポーツの日、7月23日(金・祝)に小学校5，6年生を
対象にした三重中学校人気企画のオープンスクールが華々しく開催されまし
た。このオープンスクールは教育活動を本校の生徒に限定せず、新しい時代
を担う小学生の児童の皆さんに楽しく学ぶ機会を設け、本校がより開かれて
地域に貢献できることを目指し、平成12年から開催されている企画です。
参加者は年々増えてきていて、今年は定員を超える申し込みがありました。

　今年も社会情勢を考慮し、次のような開催となりました。

2021 オープンスクール開講講座紹介
講座１講座１ 理科科企画  理科科企画 

「三重中ラボラトリー1～化学編・ロウソクの科学／不思議フシギな炎の世界～」
講座２講座２ 理科科企画 理科科企画 

「三重中ラボラトリー2～物理編・光線の科学／周りにある見えない光線をみる～」
講座３講座３ 技術・情報科企画 技術・情報科企画

「トレジャーハンター！ミエチュウを捜せ！ ～ロボットプログラミング講座～」
講座４講座４ 数学科企画 数学科企画

「キラキラクルクル数学世界 ～平面充填する万華鏡づくり～」
講座５講座５ 国語科企画 国語科企画 

「折ってたたんで物語は踊る ～作家体験：パタパタ絵本の制作～」
講座６講座６ 社会科企画 社会科企画 

「古
いにしえ

の呼吸はじまりの型 ～粘土板に楔形文字を書いてみよう～」

①	午前・午後に分散して講座を開催。
②	各講座最大 20 名以下で構成。
③	講座での協働作業はせず、個々に取り組む。
④	会場は換気を徹底し、密を避ける配慮をし、消毒を徹底。
⑤	講座運営の教員・生徒、参加児童はマスク着用。

　これらを徹底した上で、安心して受講していただきました。松阪市内
から多くの参加者があるのはもちろんのこと、津市、名張市からの参加
もあり、会場は活気にあふれていました。
　オープンスクールは三重中学校の先生が自ら企画して様々な教科ごと
の講座が開催されますが、注目すべきはその講座全てに本校三重中学校
の生徒が講座運営の補助にあたり、先生と一緒に訪れた小学生と講座を
運営していくことです。小学生の児童の皆さんにとっては、中学校の学
習に触れる初めての機会となったようです。どの講座も活気にあふれ、
講座で提示される課題に汗をかきながら一生懸命に取り組んでいる様は、
学ぶ喜びにあふれていました。講座ごとに工夫を凝らしたお土産は良い
思い出となったことでしょう。
　また来年も、よりパワーアップして開催されます。ご期待ください。

ようこそ三重中へ
Open Schoolオープンスクールオープンスクール
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保護者
　本校の校訓が「真剣味」であることを知っている。

生　徒
　本校の校訓が「真剣味」であることを知っている。

教職員
　生徒は、本校の校訓が「真剣味」であることを知っていると思う。

教育方針等について

学校全般について

進路指導について

保護者
　本校の教育目標や教育方針を生徒・保護者に分かりやすく説明して
いる。

生　徒
　本校の教育目標や教育方針についての学校の説明は分かりやすい。

教職員
　本校の教育目標や教育方針を生徒・保護者に分かりやすく説明して
いる。

保護者
　子どもにとって学校の雰囲気が良く、生き生きしている教育環境を
作ろうと学校は努力している。

生　徒
　学校の雰囲気がよく生徒が生き生きしている。

教職員
　あなたは、生徒が生き生きするような教育環境作りと学校の雰囲気
作りに努力している。

保護者
　学校は、生徒の悩みや相談に親切に対応している。

生　徒
　先生は悩みや相談に親切に対応してくれる。

教職員
　あなたは、生徒の悩みや相談に親切に対応している。

保護者
　本校に入学させてよかったと思っている。

生　徒
　自分は本校に入学してよかったと思っている。

教職員
　本校に入学してよかったと思っている生徒が多い。

保護者
　学年計画に応じて適切な進路指導を行っている。

生　徒
　学年ごとに行われる職業や大学についての話は、十分役に立って
いる。

教職員
　学年に応じて適切な進路指導を行っている。

(%)

① ② ③ ④ ⑤

保護者
　六年制中学部として進路に関する情報は、必要な時期を考慮し生
徒・保護者に適宜提供している。

生　徒
　六年制中学部として将来の職業や大学についての情報は、分かり
やすく提供されている。

教職員
　六年制中学部として進路に関する情報は、必要な時期を考慮し生
徒・保護者に適切に提供している。

保護者
　学校は特色ある進路行事を企画している。

生　徒
　進路行事（講演や特別授業）は、楽しく将来のためになると思う。

教職員
　特色ある進路行事を企画している。

学校評価アンケート集計結果【六年制】

①よくあてはまる ②ややあてはまる
③あまりあてはまらない ④全くあてはまらない
⑤よくわからない

保護者 生徒 教職員
全体数 328

320
98%

328
325
99%

26
26

100%
回答数
回収率

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない
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目
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目
5
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目
6

項
目
7

項
目
8

97 3 0 0 0

96 3 0 0 1

58 31 4 0 8

52 39 5 1 3

52 38 6 1 3

35 38 8 4 15

43 43 7 0 7

53 38 6 1 3

50 38 8 0 4

29 43 11 3 14

55 26 6 2 12

54 35 4 4 4

56 31 3 2 8

61 29 6 1 4

31 38 12 0 19

23 33 13 3 28

33 31 8 2 26

31 38 8 4 19

24 31 12 2 30

31 30 9 2 28

23 50 8 4 15

22 32 13 2 32

46 29 5 2 18

23 31 15 8 23
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29

5 2

15 8

5 2

3
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58

52 39 5 1 3

3852 6 31

38 8 48 4 15

43 7 743

53 38 6 113

50 38 8

44

2

44
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831 4431

55 26 6 2 12

54 35 4

56 31 3 2 8

61 29 6 16 1 4

31 38 1212 19

23 33 13 3 28
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4

2 26

31 38 8 194
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2

8 4

24 31 12 2 30
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23 50 8

23
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23 31 15 8
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クラブ・クラス・行事などの活動について

施設設備・美化について

学習について

生活指導について (%)

① ② ③ ④ ⑤
④全く

あてはまらない
⑤よく

わからない
①よく

あてはまる
②やや

あてはまる
③あまり

あてはまらない
保護者
　学校は、基本的生活習慣を身につけさせようと適切な指導をしている。

生　徒
　基本的生活習慣を身につけさせようと努力している先生が多い。

教職員
　あなたは、基本的生活習慣を身につけさせるために適切な指導を

している。

保護者
　服装・頭髪などに関する本校の指導は適切であると考えている。

生　徒
  服装・頭髪などに関する本校の指導は適切である。

教職員
　服装・頭髪などに関する本校の指導は適切である。

保護者
　学校は、挨拶や時間を守らせる指導に力を入れている。

生　徒
　学校は挨拶や時間を守らせる指導を熱心に行っている。

教職員
　あなたは、挨拶や時間を守らせる指導に力を入れている。

保護者
　子どもは、校則やきまりをよく守っている。

生　徒
　私は校則やきまりをよく守っている。

教職員
　校則やきまりをよく守っている生徒が多い。

保護者
　クラブ活動は活発で充実している。

生　徒
　クラブ活動は活発で充実している。

教職員
　クラブ活動は活発で充実している。

保護者
　子どものクラスは、ホームルーム活動が活発で楽しいクラスと思う。

生　徒
　ホームルーム活動が活発で自分のクラスは楽しい。

教職員
　あなたは、ホームルーム活動を工夫し、活発で楽しいクラス作りを

している。

保護者
　施設設備はよく整備されている。

生　徒
　施設設備はよく整備されている。

教職員
　施設設備はよく整備されている。

保護者
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

生　徒
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

教職員
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

生　徒
　教え方や説明が分かりやすい先生が多い。

教職員
　あなたは、教え方や説明を生徒に分かりやすいように工夫している。

生　徒
　授業に意欲的に参加している。

教職員
　授業に意欲的に参加している生徒が多い。

保護者
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。

生　徒
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。

教職員
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。

項
目
9

項
目
11

項
目
10

項
目
12

項
目
13

項
目
14

項
目
15

項
目
16

項
目
17

項
目
18

項
目
19

49 39 6 1 5

56 31 6 1 6

58 31 4 4 4

47 42 7 2 3
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42 38 8 4 8

55 34 4 1 6
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54 35 4 4 4

53 37 5 0 4

49 43 5 1 2

31 42 19 4 4

58 33 5 2 3

62 23 5 2 7

62 23 4 4 8

39 41 11 3 8

62 24 6 2 6

27 42 15 12 4

39 30 4 1 26

55 33 8 1 2

23 31 12 12 19

41 38 9 1 11

59 28 9 2 1

15 38 27 15 4

36 38 12 2 11

38 38 18 6 0

15 31 35 15 4

51 36 10 1 2

50 38 4 4 4

44 42 10 1 1

31 42 19 0 8
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58 31

31
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保護者
　本校の校訓が「真剣味」であることを知っている。

生　徒
　本校の校訓が「真剣味」であることを知っている。

教職員
　生徒は、本校の校訓が「真剣味」であることを知っていると思う。

教育方針等について

学校全般について

進路指導について

保護者
　本校の教育目標や教育方針を生徒・保護者に分かりやすく説明して
いる。

生　徒
　本校の教育目標や教育方針についての学校の説明は分かりやすい。

教職員
　本校の教育目標や教育方針を生徒・保護者に分かりやすく説明して
いる。

保護者
　子どもにとって学校の雰囲気が良く、生き生きしている教育環境を
作ろうと学校は努力している。

生　徒
　学校の雰囲気がよく生徒が生き生きしている。

教職員
　あなたは、生徒が生き生きするような教育環境作りと学校の雰囲気
作りに努力している。

保護者
　学校は、生徒の悩みや相談に親切に対応している。

生　徒
　先生は悩みや相談に親切に対応してくれる。

教職員
　あなたは、生徒の悩みや相談に親切に対応している。

保護者
　本校に入学させてよかったと思っている。

生　徒
　自分は本校に入学してよかったと思っている。

教職員
　本校に入学してよかったと思っている生徒が多い。

保護者
　学年計画に応じて適切な進路指導を行っている。

生　徒
　学年ごとに行われる職業や大学についての話は、十分役に立って
いる。

教職員
　学年に応じて適切な進路指導を行っている。

(%)

① ② ③ ④ ⑤

保護者
　六年制中学部として進路に関する情報は、必要な時期を考慮し生
徒・保護者に適宜提供している。

生　徒
　六年制中学部として将来の職業や大学についての情報は、分かり
やすく提供されている。

教職員
　六年制中学部として進路に関する情報は、必要な時期を考慮し生
徒・保護者に適切に提供している。

保護者
　学校は特色ある進路行事を企画している。

生　徒
　進路行事（講演や特別授業）は、楽しく将来のためになると思う。

教職員
　特色ある進路行事を企画している。

学校評価アンケート集計結果【六年制】

①よくあてはまる ②ややあてはまる
③あまりあてはまらない ④全くあてはまらない
⑤よくわからない

保護者 生徒 教職員
全体数 328

320
98%

328
325
99%

26
26

100%
回答数
回収率

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない
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96 3 0 0 1
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35 38 8 4 15
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53 38 6 1 3

50 38 8 0 4

29 43 11 3 14

55 26 6 2 12

54 35 4 4 4

56 31 3 2 8

61 29 6 1 4

31 38 12 0 19

23 33 13 3 28

33 31 8 2 26

31 38 8 4 19

24 31 12 2 30

31 30 9 2 28

23 50 8 4 15

22 32 13 2 32

46 29 5 2 18

23 31 15 8 23

35

4

29

5 2

15 8

5 2

3

3 1196

58

52 39 5 1 3

3852 6 31

38 8 48 4 15

43 7 743

53 38 6 113

50 38 8

44

2

44

43 11 143

831 4431

55 26 6 2 12

54 35 4

56 31 3 2 8

61 29 6 16 1 4

31 38 1212 19

23 33 13 3 28

33 31 8 2

4

2 26

31 38 8 194

154

2

8 4

24 31 12 2 30

31 30 9 2 28

23 50 8

23

22 32 13 2 32

46 29 18

23 31 15 8
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クラブ・クラス・行事などの活動について

施設設備・美化について

学習について

生活指導について (%)

① ② ③ ④ ⑤
④全く

あてはまらない
⑤よく

わからない
①よく

あてはまる
②やや

あてはまる
③あまり

あてはまらない
保護者
　学校は、基本的生活習慣を身につけさせようと適切な指導をしている。

生　徒
　基本的生活習慣を身につけさせようと努力している先生が多い。

教職員
　あなたは、基本的生活習慣を身につけさせるために適切な指導を

している。

保護者
　服装・頭髪などに関する本校の指導は適切であると考えている。

生　徒
  服装・頭髪などに関する本校の指導は適切である。

教職員
　服装・頭髪などに関する本校の指導は適切である。

保護者
　学校は、挨拶や時間を守らせる指導に力を入れている。

生　徒
　学校は挨拶や時間を守らせる指導を熱心に行っている。

教職員
　あなたは、挨拶や時間を守らせる指導に力を入れている。

保護者
　子どもは、校則やきまりをよく守っている。

生　徒
　私は校則やきまりをよく守っている。

教職員
　校則やきまりをよく守っている生徒が多い。

保護者
　クラブ活動は活発で充実している。

生　徒
　クラブ活動は活発で充実している。

教職員
　クラブ活動は活発で充実している。

保護者
　子どものクラスは、ホームルーム活動が活発で楽しいクラスと思う。

生　徒
　ホームルーム活動が活発で自分のクラスは楽しい。

教職員
　あなたは、ホームルーム活動を工夫し、活発で楽しいクラス作りを

している。

保護者
　施設設備はよく整備されている。

生　徒
　施設設備はよく整備されている。

教職員
　施設設備はよく整備されている。

保護者
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

生　徒
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

教職員
　清掃状況がよく、校内がきれいである。

生　徒
　教え方や説明が分かりやすい先生が多い。

教職員
　あなたは、教え方や説明を生徒に分かりやすいように工夫している。

生　徒
　授業に意欲的に参加している。

教職員
　授業に意欲的に参加している生徒が多い。

保護者
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。

生　徒
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。

教職員
　今年度の学校行事（学園祭、夏季合宿、研修旅行、スキー練習会等）が国

や自治体の指針により中止や延期されていることについて、適切である。
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56 31 6 1 6

58 31 4 4 4

47 42 7 2 3

45 32 12 6 6

42 38 8 4 8
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54 35 4 4 4

53 37 5 0 4

49 43 5 1 2

31 42 19 4 4

58 33 5 2 3

62 23 5 2 7
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39 41 11 3 8
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27 42 15 12 4

39 30 4 1 26

55 33 8 1 2

23 31 12 12 19

41 38 9 1 11

59 28 9 2 1

15 38 27 15 4

36 38 12 2 11

38 38 18 6 0

15 31 35 15 4

51 36 10 1 2

50 38 4 4 4

44 42 10 1 1

31 42 19 0 8
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51 36 10 12

50 38 4 4 4

1

31 42 19

44 42 10 1

8

（8）

三重中学校・高等学校六年制広報2021年 10月16日 第179号



家庭との連携について
保護者
　学校からの連絡や文書は、子どもから必ず届いている。

教職員
　学校からの連絡や文書は、必ず保護者に届いている。

保護者
　学校は保護者との連携を十分図っている。

教職員
　学校は保護者との連携を十分図っている。

保護者
　子どもの学校生活をよく把握している。

教職員
　子どもの学校生活をよく把握している保護者が多い。

① ② ③ ④ ⑤

(%)

生　徒
　毎日、予習・復習をする。

教職員
　毎日、予習・復習をしている生徒が多い。

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない
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17 46 27 7 1

12 27 38 8 15

41 37 16 3 3

19 38 19 0 23

29 44 15 2 10

35 42 8 0 15

23 46 20 3 7

12 46 12 4 27

15

17 7 1

12 27 38 88 15

41 37 16 3 3

19 38 23

29 10

35 42 8

23 46 7

12 46 12 44 27

46 27

1919

15 244

20 3

第72回三重県中学校学年別水泳大会
女子2年生100M平泳ぎ	 1分27秒07	 第6位　井上 遥（2D）
女子2年生200M個人メドレー	 2分46秒21	 第7位
女子2年生100M自由形	 1分08秒92	 第8位　德倉 玖美（2C）
女子2年生200M自由形	 2分27秒46	 第7位
男子3年生100Mバタフライ	 1分01秒60	 第2位　遠藤 隆一郎（3A）
男子3年生100M自由形	 58秒00	 第2位

第74回三重県中学校水泳競技大会 ※第43回東海中学校総合体育大会出場
男子100Mバタフライ	 1分01秒05	 第2位　遠藤 隆一郎（3A）

全国珠算学校連盟暗算段位認定　十段（最高段位）　前原 優月（3A）　　  

実用英語技能検定　三重中学校　奨励賞

俳人協会第60回全国俳句大会　
「ジュニアの部」佳作　秋山 朋輝（1C）　田を植えてついたる泥の重たさよ

松阪地区中学校総合体育大会（剣道の部） ※三重県中学校総合体育大会出場
剣道部女子団体　3位	 西村 仁那（1B）・青山 桜（2C）・東浦 有亜（1C）
	 喜岡 歩（1A）・余谷 愛美（3A）

第67回全日本中学校通信陸上競技大会 ※第43回東海中学校総合体育大会出場
陸上部男子3000M	 9分20秒38	 第3位　岡村 将英（3B）

第37回三重県中学校選抜陸上競技大会
陸上部男子3000M	 9分23秒60	 第3位　岡村 将英（3B）

第16回松阪陸上競技選手権大会
陸上部女子砲丸投げ	 9ｍ50	 第6位　小濱 亜依（3C）
　　　男子800ｍ	 2分06秒79	 第6位　岡村 将英（3B）

表彰
報告
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ホームページ  https://www.mie-mie-h.ed.jp/junior/　 三重中学校  ☎0598-29-4001

家庭との連携について
保護者
　学校からの連絡や文書は、子どもから必ず届いている。

教職員
　学校からの連絡や文書は、必ず保護者に届いている。

保護者
　学校は保護者との連携を十分図っている。

教職員
　学校は保護者との連携を十分図っている。

保護者
　子どもの学校生活をよく把握している。

教職員
　子どもの学校生活をよく把握している保護者が多い。

① ② ③ ④ ⑤

(%)

生　徒
　毎日、予習・復習をする。

教職員
　毎日、予習・復習をしている生徒が多い。

④全く
あてはまらない

⑤よく
わからない

①よく
あてはまる

②やや
あてはまる

③あまり
あてはまらない
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17 46 27 7 1

12 27 38 8 15

41 37 16 3 3

19 38 19 0 23

29 44 15 2 10

35 42 8 0 15

23 46 20 3 7

12 46 12 4 27
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17 7 1

12 27 38 88 15

41 37 16 3 3

19 38 23

29 10

35 42 8

23 46 7

12 46 12 44 27

46 27

1919

15 244

20 3

制　度 中高６年一貫教育　男女共学
募集人数 第１学年　約105名
一般選考試験	  [ＴＯＰ35（特別選抜）] 約30名
	 および[STANDARD（選抜）] 約65名
思考型特別選考試験 
 [ＴＯＰ35（特別選抜）] [STANDARD（選抜）] いずれも若干名

令和4年度 生徒募集要項
三重中学校・高等学校六年制

編入について
帰国子女及び転勤等による県外からの一家転住の場合
に適用し、新２年生への編入を行います。国語・数学・
英語の試験と面接を実施します。詳しくはホームペー
ジ又は、学校まで問い合わせてください。

出願期間 令和3年12月13日（月）～令和4年1月6日（木）
試験日時 令和4年1月10日（月・祝）受付は午前8時20分までに済ませてください。

試験科目 国語・算数

試験時間
・配点　

試験科目など （予　鈴） 試験時間 配当時間 配　点
試験説明・注意 （  8：30） 8：35 ～ 8：45 10 分

国　語 （  8：55） 9：00 ～ 10：00 60 分 150 点
算　数 （10：15） 10：20 ～ 11：20 60 分 150 点

合格発表 令和4年1月12日(水)

備　考
実用英語技能検定（英検）資格取得者には合格証のコピーの提出で、合格級に
応じて加点を行います。[対象：3級以上]

一
般
選
考
試
験

試験時間
・配点　

試験科目など （予　鈴） 試験時間 配当時間 配　点
試験説明・注意 （  8：30） 8：35 ～ 8：45 10 分

試 験 Ⅰ （  8：55） 9：00 ～ 10：00 60 分
試 験 Ⅱ （10：15） 10：20 ～ 11：20 60 分

思
考
型
特
別
選
考
試
験

出願期間
第1期 令和3年12月13日（月）～令和4年1月  6日（木）
第2期 令和4年  1月12日(水)～令和4年1月15日（土）

試験日時 令和4年1月16日（日）受付は午前8時20分までに済ませてください。

試験科目 試験Ⅰ…「算数・理科に関する考察問題」を出題します。
試験Ⅱ…「国語（要約・描写など）」を出題します。

合格発表 令和4年1月18日（火）

帰国子女入試について
帰国後1年未満の帰国子女を対象とした入試で、入学
試験を受験の上、面接を実施します。詳しくはホーム
ページ又は、学校まで問い合わせてください。
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「
カ
ー
ン
、
と
高
い
音
と
と
も
に

白
球
が
レ
フ
ト
側
に
、
鋭
く
舞
い

上
が
る
。
左
翼
手
は
途
中
、追
う

の
を
あ
き
ら
め
、ス
タ
ン
ド
に
吸
い

込
ま
れ
て
い
く
打
球
の
行
方
を
見

上
げ
て
い
る
。一
瞬
の
間
を
置
き
、

ス
タ
ン
ド
か
ら
、
メ
ガ
ホ
ン
と
拍
手

が
一
段
と
高
く
沸
き
上
が
り
、応

援
席
が
一
段
と
活
気
づ
く
。」今

夏
の
甲
子
園
で
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
場
面
で
す
。
ス
タ
ン
ド
か

ら
は
球
場
全
体
が
一
望
で
き
る

の
で
、一
つ
ひ
と
つ
の
プ
レ
ー
を
俯

瞰
し
て
見
ら
れ
る
の
が
利
点
で

す
。
と
は
い
え
、
焦
点
を
当
て
た

部
分
は
わ
か
り
ま
す
が
、
同
時
に

他
の
部
分
は
漠
然
と
し
か
見
ら
れ

な
い
の
が
難
点
で
も
あ
り
ま
す
。

冒
頭
の
プ
レ
ー
も
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
た
池
田
主
将
が
ど
の
よ
う
に

塁
上
を
駆
け
抜
け
た
の
か
、
全
く

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、テ
レ
ビ

と
違
っ
て
球
場
で
は
リ
プ
レ
ー
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
さ
に
一

瞬
一
瞬
、捕
手
が
ミ
ッ
ト
を
構
え
、

投
手
が
打
球
動
作
に
入
り
、
ボ
ー

ル
が
投
げ
ら
れ
、
打
者
が
打
ち
、

飛
ん
だ
打
球
を
守
備
陣
が
追
う
、

と
い
っ
た
ボ
ー
ル
の
動
き
を
中
心

に
、
一
つ
の
プ
レ
ー
を
見
て
追
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
冒
頭
の
プ
レ
ー

は
、
先
行
さ
れ
、
7
回
に
1
点
を

返
し
た
も
の
の
、何
と
か
反
撃
を
、

と
祈
って
い
た
と
こ
ろ
で
、
8
回
に

出
た
も
の
で
す
。
打
っ
た
瞬
間
に
、

「
入
っ
た
」と
思
い
、
白
球
の
行
方

を
集
中
し
て
見
て
い
た
の
で
、今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
し
、い
つ

ま
で
も
私
の
記
憶
に
残
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

私
と
甲
子
園
と
の
縁
は
、
昭
和

44
年
春
に
始
ま
り
ま
す
。
中
学

校
を
卒
業
し
高
校
入
学
を
控
え

た
春
休
み
、
選
抜
大
会
に
出
場

し
た
三
重
高
校
が
、
一
戦
ご
と
に

力
を
つ
け
勝
ち
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
郷
里
の
先
輩
が
出
場
し
て
お

り
、「
村
全
体
が
、大
漁
旗
を
持
っ

て
応
援
す
る
」と
いっ
た
雰
囲
気
で

あ
り
、
勝
つ
た
び
に
流
れ
る
校
歌

を
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
覚
え

て
い
ま
し
た
。

　

2
度
目
は
、
大
学
生
の
頃
、
作

新
学
院
の
江
川
卓
投
手
の
試
合

を
見
る
た
め
、
甲
子
園
に
観
戦
に

行
き
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
、
誰

と
行
っ
た
か
、
対
戦
相
手
の
高
校

は
ど
こ
だ
っ
た
か
、
ど
ち
ら
が
勝
っ

た
か
、
等
々
全
く
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
あ
る
場
面
だ
け
は

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
江
川
さ
ん
が
打
席
に
立
ち
、

ぼ
て
ぼ
て
の
サ
ー
ド
ゴ
ロ
、
楽
々
ア

ウ
ト
の
状
況
で
、
途
中
走
る
の
を

あ
き
ら
め
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
に
向
か

お
う
と
す
る
。
そ
の
途
中
、
主
審

が
呼
び
止
め
、
な
に
や
ら
注
意
し

て
い
る
模
様
…
」高
校
野
球
の
神

髄
は
、全
力
プ
レ
ー
で
あ
り
、怠
慢

と
と
ら
え
た
主
審
の
行
動
で
は
な

か
っ
た
の
か
、
と
当
時
は
感
じ
入
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

4
度
目
は
、
平
成
26
年
、
私
が

本
校
に
赴
任
し
た
年
で
あ
り
、
初

戦
か
ら
決
勝
戦
ま
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
最
後
は
惜
し
く
も
大
阪

桐
蔭
に
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
決

勝
戦
を
含
め
3
回
甲
子
園
で
応

援
し
、
あ
と
は
テ
レ
ビ
応
援
で
し

た
。
決
勝
戦
は
全
員
野
球
で
緊

迫
し
た
試
合
で
あ
り
、
集
中
し

緊
張
感
を
持
っ
て
の
応
援
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
プ

レ
ー
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。「
三
重
高
校
勝
って
ほ
し
い
」と

の
気
持
ち
で
漠
然
と
応
援
し
て
い

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
夏
の
甲
子
園
、
も
う
一
つ
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
場
面
が
あ
り
ま

す
。
２
回
戦
の
樟
南
高
校
と
の
試

合
終
盤
、
代
走
で
１
塁
に
出
た
樟

南
の
選
手
の
ス
パ
イ
ク
が
、
2
盗
で

滑
り
込
ん
だ
際
、
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に

入
っ
た
品
川
選
手
の
左
手
を
直
撃

し
、
品
川
選
手
が
し
ば
ら
く
動
け

な
か
っ
た
場
面
で
す
。
手
当
の
た

め
中
断
し
て
い
る
間
、
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
、と
固
唾
を
飲
ん
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
見
つ
め
て
い
る
中
、一
礼
し

て
戻
っ
て
き
た
品
川
選
手
に
双
方

の
応
援
席
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
2
塁
上

で
、
塁
審
が
相
手
選
手
に
何
や
ら

声
を
か
け
、
謝
り
を
促
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、

上
山
投
手
が
後
続
を
断
ち
切
り
、

次
回
、
打
席
に
立
っ
た
品
川
選
手

が
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
た
の
で
、
ほ
っ

と
安
心
し
た
も
の
で
し
た
。

　

県
大
会
の
準
決
勝
で
は
、
ノ
ー

ア
ウ
ト
１
塁
、
送
り
バ
ン
ト
が
上

手
く
2
塁
手
の
前
に
転
が
り
、

ス
タ
ー
ト
が
良
か
っ
た
1
塁
ラ
ン

ナ
ー
が
一
気
に
3
塁
を
狙
う
も

フ
ォ
ー
ス
ア
ウ
ト
、
2
塁
を
狙
っ
た

打
者
も
ア
ウ
ト
と
な
る
場
面
が
あ

り
ま
し
た
。
ノ
ー
ア
ウ
ト
2
・
3

塁
に
な
ろ
う
と
す
る
危
機
を
、
内

野
陣
の
見
事
な
連
携
プ
レ
ー
で
一

気
に
ツ
ー
ア
ウ
ト
ラ
ン
ナ
ー
無
し

と
し
、一
気
に
勝
利
を
手
繰
り
寄

せ
た
の
に
は
、
テ
レ
ビ
の
前
で
拍
手

喝
采
し
ま
し
た
。一
歩
も
二
歩
も

先
を
読
ん
だ
動
き
、
と
っ
さ
の
判

断
が
適
切
に
で
き
る
の
も
、
徹
底

し
た
基
本
練
習
の
上
に
、
も
う
一

つ
質
の
高
い
練
習
の
積
み
重
ね
が

あ
れ
ば
こ
そ
と
、
感
心
し
た
も
の

で
す
。
数
学
で
も
そ
う
で
す
が
、

基
本
問
題
や
標
準
問
題
を
繰
り

返
し
演
習
す
る
こ
と
で
、
応
用
問

題
や
初
見
の
問
題
に
出
会
っ
た
と

き
、
定
式
化
の
糸
口
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
す
。

何
事
に
も「
真
剣
味
」の
精
神
で

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

甲
子
園
の
大
会
後
、「
三
重
高

校
の
統
率
さ
れ
た
応
援
が
素
晴

ら
し
か
っ
た
」と
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
1
年
生
女
子
を
中
心

と
し
た
応
援
部
員
が
、
初
め
て
の

甲
子
園
で
、
見
事
に
規
律
の
取
れ

た
応
援
活
動
が
出
来
た
こ
と
も
、

今
夏
の
甲
子
園
の
大
き
な
成
果
で

し
た
。
ま
た
、「
甲
子
園
に
来
た

い
」「
今
度
こ
そ
、吹
奏
楽
部
、バ
ト

ン
部
、
応
援
部
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
応
援
団
を
編
成
し
、
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」と
の
思
い
を
強

く
し
た
こ
の
夏
で
し
た
。

甲
子
園
に
想
い
を
寄
せ
て
校
長　

中
谷 

文
弘
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全
国
総
体

　

私
た
ち
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

7
月
29
日
か
ら
31
日
に
石
川
県

で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

団
体
5
位
、
個
人
戦
で
は
私
と

近
藤
の
ペ
ア
が
優
勝
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
せ

て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
最
高
の
結
果
で
恩
返
し

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
優
勝
で
き
た
の

は
、
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
今
大
会
で
は
、

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
合
計
6
回

（
準
々
決
勝
４
回
、
決
勝
２

回
）も
握
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
苦
し
い
状
況
の
中
で
も

挽
回
で
き
た
要
因
は
、
感
謝
の

思
い
で
す
。 

両
親
や
応
援
し

て
く
だ
さ
る
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
私

た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
監

督
、
ト
レ
ー
ナ
ー
、
寮
監
や

私
の
ペ
ア
、
そ
し
て
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
私
自
身
に
も
感
謝

し
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
、
苦
し

い
中
で
も
勇
気
を
出
し
て
頑
張

る
こ
と
が
で
き
る
原
動
力
で
し

た
。
2
人
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

三
重
高
で
獲
っ
た
優
勝
で
す
。

こ
の
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
重
国
体
が
中
止
に
な
り
、

高
校
の
部
活
動
は
引
退
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
後
輩
達
に
何
か
残
せ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

 
「
輝
け
君
の
汗
と
涙 

北
信
越
総
体
」
が
7
月
24
日

（
土
）か
ら
8
月
24
日（
火
）の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
福
井
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、

長
野
県
の
会
場
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
は
個
人
で
優
勝
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
女
子
は
団
体
で
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
石

川
県
七
尾
市
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
参
加
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
「
日
本
一
」
を

目
指
し
、
日
々
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
一
歩
届
か
ず

準
優
勝
で
し
た
。
３
月
の
全

国
選
抜
大
会
で
の
悔
し
い
気

持
ち
を
忘
れ
ず
練
習
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム

の
状
況
を
見
て
「
こ
れ
で
日

本
一
に
な
れ
る
の
か
」
と
不

安
に
な
る
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
度
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
声
を
掛
け
合
い
、

37
人
全
員
で
日
本
一
を
目
指

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

決
し
て
満
足
の
い
く
結
果
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
校
生

活
で
最
高
の
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
い
つ
も
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
寮
母
さ
ん
や

保
護
者
の
方
々
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ

で
こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
為
、
私
た
ち
の

最
終
目
標
で
あ
っ
た
、
三
重
と

こ
わ
か
国
体
は
中
止
と
な
り
、

言
葉
で
は
表
せ
な
い
感
情
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
で
も
私

た
ち
が
こ
の
三
重
高
校
で
や
っ

て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
た

進
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

応
援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

３
Ｓ
５　

仲
川 

晴
智

男子ソフト
テニス部

思
い
の
力

女子ソフト
テニス部

成
長

　
３
Ｋ
２　

川
上 

日
菜
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私
た
ち
女
子
バ
レ
ー
部
は
、

7
月
28
日
か
ら
石
川
県
で
行
わ

れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
無
観
客
試

合
と
な
り
、
会
場
で
の
応
援
が

な
い
中
、
沢
山
の
方
々
の
気
持

ち
を
背
負
い
挑
ん
だ
全
国
の
舞

台
で
し
た
。

　

１
試
合
目
は
山
梨
県
の
帝
京

第
三
高
校
と
対
戦
し
、ス
ト
レ
ー

ト
で
勝
利
し
ま
し
た
。
対
戦
高

校
と
は
、
何
度
も
練
習
試
合
を

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
対

策
を
入
念
に
練
り
、
練
習
を
重

ね
た
こ
と
も
あ
って
、
自
分
達
の

ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を

通
過
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
は
、
愛
知
県
の
岡
崎
学
園
高

校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
相
手
の

勢
い
に
の
ま
れ
、
自
分
達
の
強
み

で
あ
る
攻
め
た
強
気
の
プ
レ
ー

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
敗
北

し
、
悔
し
さ
が
残
る
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の

試
合
か
ら
一
人
一
人
の
課
題
、

チ
ー
ム
の
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。「
悔
し
か
っ
た
」
だ
け
で
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
次
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

私
た
ち
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
全
力

で
取
り
組
め
て
い
る
の
は
、
周
り

の
方
々
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
次
の
大
会
の
春
高
予
選
に

挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
勝
ち
き
り
、
春
高
と
い
う
夢

の
舞
台
で
ベ
ス
ト
4
を
目
指
し
、

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

私
た
ち
サ
ッ
カ
ー
部
男
子

は
、
北
信
越
総
体
の
3
回
戦
に

進
出
し
、
京
都
府
代
表
の
東
山

高
校
に
敗
れ
た
も
の
の
、
サ
ッ

カ
ー
部
創
立
以
来
初
の
全
国
大

会
ベ
ス
ト
16
で
大
会
を
終
え
ま

し
た
。
今
年
の
チ
ー
ム
の
強
み

で
あ
る
「
一
体
感
」
を
全
国
大

会
で
も
出
し
切
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

全
国
の
舞
台
で
無
事
に
試
合
が

で
き
た
の
は
、
本
当
に
数
多
く

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
さ
ら
に
、
大

会
前
や
試
合
前
に
は
た
く
さ
ん

の
仲
間
や
先
輩
方
か
ら
声
援
を

送
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
力

に
な
り
ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果
に
対

し
て
、
満
足
し
て
い
る
選
手
は

い
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
全
国
の
舞
台

で
、
自
分
た
ち
が
目
指
す
サ
ッ

カ
ー
を
な
か
な
か
出
し
切
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
で
す
し
、

最
後
に
勝
ち
き
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
大
会

を
通
し
て
全
国
と
の
差
を
実
感

し
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
や

練
習
に
、
ま
だ
「
隙
」
が
あ
る

こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
今
後
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て
い

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
メ
イ
ン
デ
ィッ
シ
ュ

（
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
集
大
成
）

で
あ
る
選
手
権
大
会
が
あ
り
ま

す
。全
国
で
の
経
験
を
活
か
し
、

一
体
感
を
強
め
、
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
全
国
ベ
ス
ト
4

と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
日
々
精
進
し
ま
す
。

　

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

８
月
９
日
か
ら
12
日
に
石
川

県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
私
達
、
剣
道
部
は
こ
の
大

会
で
優
勝
す
る
た
め
に
、
毎
日

稽
古
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

か
し
結
果
は
ベ
ス
ト
16
。
優
勝

校
に
負
け
、
と
て
も
悔
し
い
結

果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
全

力
を
出
し
切
っ
た
つ
も
り
だ

が
、「
も
っ
と
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
今
も
反
省
を
し
て
い
る
。

　

私
が
大
会
を
通
じ
て
感
じ
た

こ
と
は
、
感
謝
す
べ
き
人
が
た

く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
だ
が
、
最

後
の
夏
の
大
会
、
３
年
生
全

員
（
10
名
）
で
挑
ん
だ
。
選
手

が
試
合
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
常
に
何
か
で

き
る
こ
と
を
探
し
、
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
私
は
こ

れ
程
気
配
り
の
で
き
る
同
級
生

を
見
た
こ
と
が
無
い
。
私
も
、

人
の
た
め
に
何
か
を
頑
張
れ
る

人
間
に
な
り
た
い
と
思
う
。
同

級
生
だ
け
で
な
く
、
両
親
、
先

生
、
大
変
な
状
況
で
大
会
を
運

営
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
私

は
周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
己
研
鑽
に

努
め
て
い
き
た
い
。

男子
剣道部

感
謝
の
気
持
ち
　

３
Ｋ
４　

向
井 

崇
真

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
　

女子バレー
ボール部

　
３
Ｓ
５　

上
井 

穂
乃
果

男子
サッカー部

感
謝

　
３
Ｓ
５　

吉
良 

元
希
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弓
道
部
女
子
は
、
新
潟

県
上
越
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
14
中
と
い
う
成

績
で
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。

1
つ
目
の
目
標
が
、
冬
の
選
抜

で
突
破
で
き
な
か
っ
た
予
選
通

過
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
予
選
は
全
員
の
心
が
繋

が
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

秋
田
県
の
新
屋
高
校
と
対
戦

し
、
11

－

13
の
2
中
差
で
初

戦
敗
退
で
し
た
。
終
わ
っ
た

後
、
悔
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
し
た
が
、
全
国
の
舞
台
で
弓

道
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
と
い

う
気
持
ち
の
方
が
大
き
か
っ
た

で
す
。

　

高
校
弓
道
の
集
大
成
と
な
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、
私
た
ち
の

実
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
思
い
出
に
残

る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

に
全
員
が
楽
し
か
っ
た
と
笑
っ

て
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
・
部
員
・
家
族
の
お

か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

学
ん
だ
こ
と
を
、
将
来
の
様
々

な
場
面
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
中
学
生
の
時
に
、
三

重
高
校
は
甲
子
園
に
一
番
近
い

学
校
だ
と
思
い
受
験
し
ま
し

た
。
そ
し
て
い
ざ
入
学
し
て
み

る
と
、同
学
年
が
56
人
も
い
て
、

そ
の
中
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
日
の
練
習
や
走
り
込
み

で
、
今
ま
で
と
は
違
う
運
動
量

に
最
初
は
つ
い
て
い
け
ず
、
初

め
て
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生
活

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
6
月
ま

で
の
3
ヶ
月
で
入
学
時
の
体
重

か
ら
5
キ
ロ
も
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
同
じ
環
境
の
中
で
も

Ａ
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
る
同
級

生
や
、
先
輩
達
が
中
心
の
チ
ー

ム
の
中
で
試
合
に
出
て
い
る
同

級
生
も
い
て
、
今
の
自
分
の
取

り
組
み
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
思
い
、
コ
ロ
ナ
の
自
粛
期
間

に
思
い
切
っ
て
身
体
と
基
本
動

作
を
見
直
し
、
自
主
練
習
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
粛
明
け
の
練
習
で
今
ま
で
と

は
違
う
打
球
が
打
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

自
粛
が
明
け
て
自
分
た
ち
の

最
後
の
高
校
野
球
の
年
に
な
り

ま
し
た
。「
自
分
が
こ
の
新

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ

て
、
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
甲
子

園
に
連
れ
て
い
く
」
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
最

初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
キ
ャ
プ

テ
ン
に
立
候
補
し
、
キ
ャ
プ
テ

ン
に
な
り
ま
し
た
。
春
の
甲
子

園
が
か
か
っ
た
秋
の
大
会
で
県

大
会
は
優
勝
し
ま
し
た
が
、
東

海
大
会
で
は
あ
と
一
歩
と
い
う

と
こ
ろ
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
チ
ー
ム
は
ど
ん
ど
ん
勝
っ

て
、
い
い
雰
囲
気
だ
と
思
っ
て

い
た
の
に
、
自
分
が
気
づ
か

な
い
と
こ
ろ
で
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｂ

チ
ー
ム
の
間
に
亀
裂
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
亀
裂

に
気
づ
か
な
い
ま
ま
春
の
県

大
会
に
挑
み
ま
し
た
が
、
結

果
は
1
回
戦
コ
ー
ル
ド
負
け
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は

い
け
な
い
と
思
い
、
そ
の
後
に

3
年
生
全
員
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
し
、
一
人
一
人
が
思
っ
て
い

る
こ
と
を
言
い
、
意
見
を
ぶ
つ

け
あ
え
る
関
係
を
作
り
、
夏
は

こ
の
56
人
で
総
合
力
を
高
く
し

て
い
こ
う
と
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
次
の
日
か
ら
全
員

の
練
習
へ
の
取
り
組
み
や
練
習

の
雰
囲
気
が
良
く
な
り
、
思
っ

た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
言
い
合
え
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
練
習

試
合
で
も
「
勝
て
る
チ
ー
ム
」

を
テ
ー
マ
に
試
合
を
し
、
試
合

を
す
る
ご
と
に
自
分
達
が
力
を

つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
、
夏
の
大
会
が
始
ま
る

前
は
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で
入

れ
ま
し
た
。
1
回
戦
か
ら
5
回

戦
ま
で
自
分
た
ち
の
野
球
が
で

き
、
誰
か
の
調
子
が
悪
く
て
も

助
け
合
う
と
い
う
チ
ー
ム
プ
レ

イ
を
重
ね
た
結
果
、
優
勝
し
て

甲
子
園
出
場
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
っ
た
高

校
野
球
生
活
で
し
た
が
、
最
高

の
仲
間
と
最
高
の
結
果
を
出
せ

た
こ
と
、
三
重
高
校
の
ク
ラ
ス

の
仲
間
や
沢
山
の
方
々
に
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
、
残
り
の
高
校

生
活
の
中
で
伝
え
て
い
き
ま
す
。

女子
弓道部

心
が
繋
が
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
３
Ｋ
１　

中
西 

美
優

硬式
野球部

高
校
野
球
生
活
　

３
Ｓ
２　

池
田 

彪
我
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令和3年度 クラブ活動結果報告（7月～8月）令和3年度 クラブ活動結果報告（7月～8月）

ダンス部  
第9回全国高等学校ダンス部選手権 決勝大会  7位

放送部  
第68回NHK杯全国高校放送コンテスト
創作ラジオドラマ部門　出場　

硬式野球部  
第103回全国高等学校野球選手権大会　ベスト16

第45回全国高等学校総合文化祭
紀の国わかやま総文2021

将棋部  将棋部門　ベスト16　大村一華（2K4）
	 出場　北橋きらり（3T1） 

演劇部  演劇部門　優良賞

放送部  放送部門（朗読部門）　出場　内藤楽葵（6C）

令和3年度全国高等学校総合体育大会
北信越総体2021

ソフトテニス部  
男子団体	 ５位
男子個人	 優勝　仲川晴智（3S5）・近藤拓空（3K3）
女子団体	 準優勝
女子個人	 ベスト16　大友紅実（3S5）・原田美結（3S5）

剣道部
男子団体	 ベスト16
男子個人	 出場　藤堂文太（3K4）・中西健吾（3S5）

サッカー部  男子　ベスト16

バレーボール部  女子　ベスト32

弓道部  女子　団体決勝トーナメント　出場

アーチェリー部  出場　本田郁光（2K5）

相撲部  出場　稲垣明良（5A）

自転車競技部  
男子個人ロードレース　35位　浅野壱輝（2K5）

陸上競技部  
400メートル　出場　瀬古陸斗（3S5）
4×400メートルリレー　出場
  中野秀太（3K3）・松前楽（3S1）・
  藤原光汰（1K2）・瀬古陸斗（3S5）
円盤投・ハンマー投　出場　西井琳音（3T2）

三 重 高 等 学 校  オープ ン スクール三 重 高 等 学 校  オープ ン スクール

●�駐車場が狭いので、できる限り公共交通機関を利用してください。
●�お車で来校、送迎されます場合は、必ず所定の駐車場をご利用ください。（周辺の店舗

駐車場・路上への駐車はご遠慮ください。）
保護者の方へ

2021年11月3日（水・祝）　午前9時30分～11時30分（受付時間 午前９時～）開催日時

中学3年生とその保護者対　象

①令和4年度入試の募集要項の説明
②�令和3年度入試問題分析と
　令和4年度入試の傾向説明
　など、入試に関する情報がたくさん
あります。ぜひ参加してください。

内　容 三重高等学校 
〒515-8533 三重県松阪市久保町1232
TEL 0598-29-2959　FAX 0598-29-6944
E-mail infomieh@mie-mie-h.ed.jp 
URL https://www.mie-mie-h.ed.jp

場　所
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